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　おもな登場人物







　リアン・エストレイア

　エストレイア王国の第三王子。亡国の王女との間に生まれたため扱いが難しく、足が不自由なために要職にもつけず、「お荷物王子」と噂されて肩身の狭い思いをしている。

　襟足まで伸びた茶色い髪とこはく色の目を持った平凡な少年。十八歳。




　グレアム・ロッドフォード

　ロッドフォード家の次男で、元王宮騎士。

　黒髪と水色の目を持つ精悍な青年。戦で将軍としてロッドフォード家の騎士を率いて戦い、功績を上げる。以前よりも風格が増した。二十三歳。

　リアンの怪我の原因となったことをつぐないたいのと愛情から、おもに空回っている。




　フォーレ

　リアンの従者。亡国イストでは、王族に仕える侍従一族の出だった。

　リアンに並々ならぬ忠義を捧げている。クールそうに見えて、短気で喧嘩っ早い。




　エイデン

　グレアムの側近。騎士団副団長兼補佐官であり、幼馴染。

　かなり有能で愛妻家だが、グレアムに対し、主あるじにしては遠慮ない物言いをする。なんだかんだとグレアムを支えている。










　六章　結婚式







　グレアムがリアンを口説くと宣言をしてから、離宮は大きく変わった。

　まず、離宮に侯爵家の使用人がやって来た。早めに侯爵家の人間に慣れてほしいという建前で、人手不足を補った。彼らは優秀で、不足していた備品は整い、離宮は手入れされてピカピカになった。

　次に、衣類や装飾品が運びこまれた。クローゼットはあっという間に、新品でいっぱいになった。

　まるで魔法を使ったかのような変わりように、リアンはあっけにとられた。

「結婚式まで二週間しかないのだから、今まで通りで構わない」

　リアンは、一度はグレアムの好意を突っぱねた。

「二週間も、です。これ以上、あなた様に不便をかけたくございません！　それに、備品や衣類は引っ越しの時に持っていけばいいだけですよ」

　だが、グレアムに無駄にはならないと主張され、断り切れなくて、こんなことになっている。

　――どうせ引っ越すのに。

　リアンは気まずくてしかたがないが、実際に生活が整うと、グレアムの提案を受け入れて良かったと思いなおした。グレアムがリアンを気遣うおかげで、最初は不機嫌オーラでいっぱいだったフォーレの態度が少しずつ軟化したのだ。

「素晴らしい心構えです。王族を嫁にしようというのですから、このくらいでないと」

　――ありがたいことを喜ぶならまだしも、どうしてそう上から目線なのだろうか。

　リアンは頭を抱え、グレアムにおずおずと切り出す。

「グレアム、陛下から支度金をいただいているから、使ってほしい」

「私が好きでやっていることです、殿下。必要ありません。それよりも、結婚前にデートの一つはしたかったのですが、戦後処理と結婚式準備が忙しく、お連れできなくて申し訳ありません」

「いや、そんなことは構わないが……」

　リアンは首を振った。グレアムは多忙なのにも関わらず、毎日、三十分は顔を出しに来て、名残惜しそうに、町屋敷へ帰っていく。

　そうして川に押し流されるようにして変わっていく日常に、リアンは戦々恐々としていた。







　二週間が瞬く間に過ぎて、結婚式当日になった。

　鏡の中では、結婚衣装を着たリアンが困惑した表情を浮かべている。

　真っ白なシャツと上着、白灰色のトラウザーズとベストはしっくりと似合っていた。胸元には白薔薇を飾り、カフスやタイピンにはダイアモンドがあしらわれ、白革の靴までピカピカに輝いている。

「こちらで完成です」

　最後に、侍女のシーナが、紗しゃのベールをかぶせた。グレアムが派遣した敏腕メイドで、三十代ほどの女性だ。リアンは彼女をひと目で気に入った。赤茶の髪をひっつめに結い、厳格そうな空気があるのに、物静かな茶色の目は優しげだったのだ。彼女はよく働いた。そして有能なだけでなく、主人に馴れ馴れしくしない、絶妙な距離感をたもっている得難い使用人である。

「男同士の結婚式でも、これをかぶるのか？」

「王宮より、慣例通りにと仰せつかってございます。リアン殿下は嫁がれる立場なので、花嫁の位置なのではないでしょうか」

　シーナは上からの命令だと告げた。

　女扱いをされるのはリアンを複雑極まりない気分にさせたが、異例の結婚式なので、王宮側も急いでルールをまとめたのだと思われる。とにかく決めなければ計画が立てられない。

（グレアム、結局、支度金を受け取らなかったな）

　結婚式に関係することは請求するように言ったが、グレアムはがんとして受け取らなかった。

「うーん……」

「何かお気に召しませんでしたか？」

「いや、シーナの腕は見事だ。ありがとう。ただ……」

「はい」

「グレアムがどうしてここまでしてくれるのかと不思議でね」

　鏡越しに、シーナは目をぱちくりさせる様子が見えた。彼女は頬を赤らめ、うっとりした様子でため息をつく。

「それはもちろん、グレアム様の愛のたまものですわ」

「……あい」

「失礼ですが、わたくしの考えを申し上げてよろしいですか？」

「ああ、話してくれ」

　シーナはロッドフォード家に仕えて二十年近くになるそうだ。身近にいた彼女ならではの私見を知りたい。リアンがうながすと、シーナは話しだす。

「グレアム様は、公平で親切な方ですが、誰にでも平等に興味がないように感じておりました。ですが、殿下のことになりますと、過保護に心配なさいますのよ。それは当然です。愛は人を変えるのですから！」

　目をキラキラと輝かせ、シーナはこぶしを握る。

　もしかして、シーナは恋愛小説でも読みすぎているのだろうか。普段の控えめな様子はどこに行ったのだという熱弁っぷりだった。シーナは我に返ると、恥ずかしそうにうつむいた。

「申し訳ございません、余計なことを申し上げました」

「いや、聞いたのは私だ。そうか……彼は誰にでも興味がないタイプなのか」

　それは貴族らしい態度といえる。誰にでも平等に礼儀正しくふるまっているほうが楽なのだ。そうすれば、貴族としての最低限の面子めんつは保てるから。

「しかし、昔の彼も親切だったようだが」

「それは殿下、結婚してからよくお話し合いなさいませ。わたくしが推測を申し上げるのは、無粋というものでございます」

　シーナは聖母のように、温かく見守る笑みを浮かべた。

「……その様子を見るに、君達はこの婚姻に賛成しているのか？」

「賛成も反対もございません。使用人の身で、そのようなことを申し上げるのは、出過ぎたことにございます」

　よく教育されているようだ。リアンは質問を変える。

「領地に、男と結婚することを反対する者はいない？　例えば、彼には実は恋人や愛人がいるとかいったことは……」

　リアンが探りを入れると、シーナは耐えきれずに噴き出した。

「そんなこと、あるわけがございませんとも！　そもそも、終戦の半年前まで、前代の領主様ご夫妻はご存命でいらっしゃいました。戦を終えられて、ようやくグレアム様はお屋敷に帰られましたのよ。その後はすぐに凱旋式です」

「しかし、昔なじみとかで……」

「殿下、そんなに気になるのでしたら、ご自分でご質問くださいませ。主人のことをわたくしの身で、あれこれと申せませんわ」

　シーナはとうとう困り果てた顔をして、そっと制す。

「すまない」

「滅相もございません。王子の身でありながら、嫁がれることで不安になってらっしゃるのでしょう。女性の花嫁ですら、マリッジブルーになるのですよ。ですが、今日は結婚式です。どうか笑ってくださいませ」

　シーナの優しい笑みにつられて、リアンも微笑を浮かべる。

　見世物になることを思えば憂鬱だが、これは父王が認めた結婚式だ。おおっぴらに笑いものにすれば、国王を敵に回すことになる。社交界の人々も、身をわきまえているはずだと考えることにした。

 

 

　王宮の大聖堂には、すでに多くの客が待っていた。

　フォーレの手を借りて馬車から降りたリアンの前で、王宮の使用人がお辞儀をした。

「おめでとうございます、殿下。結婚式用に、こちらを使うようにと預かってまいりました」

　白い木に銀製の飾りがついた美しい杖を差し出し、使用人は言った。

（そんな話は聞いていないが、ルール変更があったのだろうか）

　リアンが普段使っている黒塗りの杖よりも見み栄ばえがする。いぶかしく思いながらも、リアンは杖を受け取った。

「殿下、私は後方にて見守っております。がんばってくださいませ」

　馬車の傍にたたずみ、フォーレが小声でエールを送る。リアンはこくりと頷くと、フォーレからは右手に花束を受け取り、赤い絨毯が伸びる大聖堂へ向けて、ゆっくりと進んでいく。

　通路脇にはロープが張られ、めかしこんだ客が行儀よく並んで拍手をする。

　楽団が奏でる優美な曲を聞きながら、リアンは急ぎ足にならないように注意した。焦ると足がもつれて転んでしまう。英雄との結婚式に、ケチをつける真似だけはしてはならない。

　大聖堂内に入ると、花窓から色とりどりの光が降り注ぎ、荘厳な空気を作り出していた。

　普段は祈るために並んでいる木製のベンチは、今日は客席になっている。最前列に国王夫妻と兄王子らを見つけた。

　バルシュは穏やかにほほ笑んでいるが、王妃クレアがふっと意味ありげに笑ったのが目にとまった。

　クレアはつややかな金髪を結い上げており、後れ毛まで色っぽい。ふっくらした唇や豊かな胸は女性の魅力にあふれているが、青い目にはガラスのような冷たい温度しか感じられず、それが人形のような硬質な印象を与える。

　バルシュがリアンの母を愛したのは、王妃と正反対に、穏やかな女性だったからだ。

（なんだ……？）

　王妃の笑みが気になる。まさか、ここで何か仕掛けてくるのだろうか。

　緊張を覚えたリアンだが、祭壇前にいるグレアムのもとに着くまで、あと数歩だ。何も問題はないと気を抜いた時だった、杖がバキッと音を立てて折れたのは。

「えっ」

　ちょうど左に重心をかけたところだったせいで、足がもつれる。

（しまった……！）

　体勢を整えようにも、花束が重くて上手くバランスがとれない。そのまま倒れると思いきや、グレアムに抱きとめられていた。

「なんて美しいのでしょうか、殿下！」

　やや大げさに、グレアムは賞賛の声を上げた。

　花嫁が到着する前に、花婿が迎えに来るなんて異例の事態だ。きっと眉をひそめられるだろうと、リアンはグレアムを注意しようとする。

「グレア……」

「しっ。合わせてください」

　戸惑うリアンにささやいて、グレアムはリアンを抱きしめる。大勢の前で抱擁され、リアンが驚いて顔を赤くしていると、バルシュが拍手した。

「ははっ、花嫁を待ち切れぬとは。花婿の愛が深いようで何よりだ。我が息子を嫁にと望んだのだから、そのくらいでなければな」

　どこか芝居がかった言葉だったが、バルシュがそれで押し通せば、貴族達は同調して祝福の言葉を投げる。笑い声と拍手が満ちて、温かい空気になった。

　式を執り行う司祭も、にっこりと微笑む。

「さあ、お二方、どうぞこちらへ」

　そして、その後は何事もなく、結婚の誓いをして、指輪を交換する。

　いよいよベールを外されると、リアンの心臓はバクバクして死にそうだった。

「殿下、生涯大事にすると誓います」

「ああ」

　緊張しすぎてそんなことしか言えなかったが、グレアムは優しく微笑んで、触れるだけの優しいキスを、リアンの唇に落とした。




　　　　　◆




　――あの毒婦どくふめ、今日のことは絶対に忘れん。




　誓いのキスをかわし、表面上は笑みを浮かべながら、グレアムの内心は怒りに満ちていた。視界の端に、折れた白い杖が見えている。

　リアンが二週間前に言っていた。

「結婚式という見世物にするから、王妃は何もしてこないはずだ」

　それを聞いて馬場うまばの釘くぎのことを思い出し、グレアムはすぐに王から許可をとり、リアンの離宮に信頼できる配下を送りこんだ。

　彼が寂しい暮らしをしているのが我慢できなかったのも本当だが、それ以上に、身の安全を守りたかったのだ。特に不審な動きもなく安心していたというのに、まさか当日にこんな罠を仕掛けてくるとは。

（陛下、フォローをありがとうございました）

　リアンの杖が折れて、彼が大勢の前で転びそうになった時、待ちきれないふうを装って抱きとめた反射神経は、我ながら素晴らしいものだった。その後をどう誤魔化そうかと焦ったが、バルシュが助け舟を出してくれた。

　リアンの家族へとお辞儀をする際に、グレアムは目礼もくれいでしっかりとお礼を伝えた。バルシュが小さく頷いたので、やはり彼も王妃の仕業だと分かっているようだ。

　かわいそうに、ただでさえ緊張で硬い顔をしているリアンから、血の気が失せている。

　大怪我をして離宮で静養を始めてから、ずっとこんなことがあったのだろうか。そう考えると、リアンを守らなければという意思がさらに強くなった。

　グレアムはリアンとともに大聖堂を出て、花嫁がブーケを投げる恒例行事をしてから、大聖堂前にとまっている馬車に乗りこんだ。この後はいったん離宮に移動してから、夜には王宮で披露宴が開かれることになっている。

　馬車にはグレアムとリアンの二人きりだ。馬車が動き出すなり、グレアムはリアンのいる上座へと移動した。

「殿下、その杖はどうなさいました？」

「あ……。す、すまない。あんなに準備してくれていたのに、転ころぶなんて不作法を……」

　どうやらグレアムが責めていると思ったようで、リアンの表情がさらに凍りつく。王妃への忌々いまいましさが顔に出ていたのかもしれないと反省し、グレアムはできるだけやわらかい表情をするように努力した。

「ご安心ください、殿下を注意しているわけではございません。いつもの杖はどうなさいました？　確認でお伺うかがいしております」

「それなら、フォーレに預けているよ。大聖堂前で馬車を降りた時に、この杖を使うようにと、王宮の使用人に渡されたんだ。見栄えがするから、てっきり式典用かと……」

　リアンがそう思うのもしかたがない。それほど、美しい造りをした杖だった。

「少しだけ変だとは思ったんだが……」

　使用人が話しかけたのは人前でのことで、リアンは緊張していたから、判断能力が落ちていたと言ってうつむいた。

　悪いのは壊れた杖を用意した者で、リアンではない。だが、彼からすれば、日常茶飯事の嫌がらせを予測できず、危うく式を台無しにするところだったことが落ちこませるようだ。

　グレアムはそんな顔を見ていられず、リアンを抱き上げて、自分の膝ひざの上に座らせた。

「わっ。な、何を……」

　驚いて逃げようとするリアンの腰を押さえ、花びらのような唇に、キスを落とす。リアンはビクッとして、動きを止めた。目をまん丸にして固まっている初心うぶさがかわいい。

「殿下、先ほど、私と結婚したのです。これからの殿下には、ロッドフォード侯爵家という強い後ろ盾がございます。私は殿下の夫として、騎士としてお守りいたします。もちろん、何か協力せよとおっしゃるなら、お力添えいたしましょう」

「……協力？」

「あの毒婦に仕返しする……とか？」

　グレアムの本気をかぎとったのだろうか、リアンの口端がわずかに引きつる。

「そのようなことは望んでいない！　わざわざ争いを起こしてどうするのだ。我慢していれば、嵐は過ぎ去る。私にしか被害がないなら、それでいい」

「どうして我慢するんです？」

「分からないのか？　イスト王国の生き残りが私のことを聞いたら、どうなるか。陛下は私の母を保護してくださったが、カタルアに滅ぼされた元イスト王国の難民は、国内にくすぶっているのだ。今までは戦が目くらましになっていただけで、火種ひだねは常にある。もし彼らがこの国に反意はんいを抱いたら？　ようやく手に入れた安住の地からも追い出されかねない」

　結局、リアンは優しすぎるのだ。リアンは自分の行動が何をもたらすか分かっているし、この国の民と同じくらい、母の故国イストの民のことも憐あわれんで愛いとしんでいる。だから王妃に歯向かわず、ひっそりと静かでいることを選んでいるのだろう。

　やられたらやり返せばいいのにと、子どもの喧嘩じみた浅慮さを恥ずかしく思い、グレアムはリアンをぎゅっと抱きしめる。

「うっ。ちょ、苦しい……」

「申し訳ありません。感動しまして」

「……は？」

　けげんそうに訊き返すのを聞きながら、グレアムは抱擁の腕をゆるめる。

「私は殿下のその優しさに惚れたのです。あなたの意は汲みますが、私があなたを守りたい気持ちも分かっていただけませんか」

「それはありがたく思うが……」

　リアンは気まずげに身じろぎをして、視線をそらす。

「私のことを、守ってもらうばかりの姫扱いするのは、正直なところ不愉快だ」

　そう言って、リアンは向かいの席に逃げてしまった。膝の上の温もりが消えてがっかりするが、そういえば怪我の件の許しはまだもらっていないと思い出した。結婚したからと調子に乗って距離を詰めすぎれば、リアンに嫌われるかもしれない。

（いや、あの態度を見るに、好感度はまだマイナスのようだな……）

　リアンの離宮に使用人を送りこみ、備品や身の回りを整えても、リアンは再会した時から変わらず、複雑そうなあいまいな表情をするばかりだ。喜んでほしいだけなのに、余計な真似をして空回っているような気がしてならない。

「申し訳ございません。気をつけます」

　グレアムはそう返事をしたものの、姫扱いではなく妻扱いなら、どの辺りまで過保護にしていいのだろうかと、こりもせずに考えていた。








































































































　七章　披露宴







　リアンが離宮の自室で、長椅子に腰かけて休んでいると、フォーレがノックもそこそこに、血相を変えて部屋に飛びこんできた。リアンの傍に片膝をついて、頭こうべを垂れる。

「殿下！　あの杖が罠だと気づけず、申し訳ございません！　足の具合はいかがですか？」

「グレアムと父上がフォローしてくれたから、大丈夫だよ。足も問題ない。落ち着きなさい」

　フォーレの取り乱しように苦笑して、リアンは立つように言った。フォーレはもう一度頭を下げてから、ゆっくりと立ち上がる。

「式場では心臓が口から飛び出るかと思いました。それくらい心配したのです。まったく、殿下のおめでたい日まで邪魔するとは！」

　リアンが無事だと分かると、フォーレは怒り始めた。

「あの毒婦どくふ、いつかぎゃふんと言わせたいものです」

「わざわざ争う真似はしないように」

「殿下は優しすぎます！　本当に母君とそっくりでおっとりされていらっしゃる。ですから陛下も、殿下を息子として愛しておられるのでしょう。しかし王族として、無礼には相応の態度を示さねばなりませんよ。ですから、あの女がつけあがるのです」

「王妃様が私を目障めざわりと思うのは、父上への愛情があるからこそ。簡単に割り切れるならば、こうなっていないさ。母上も、お亡くなりになる前に、王妃様のことも理解してさしあげろとおっしゃっていたからな」

　リアンは恋愛がどんなものか知らない。だから、亡き母の言葉で想像するだけだ。

　亡き母はこう言っていた。

『リアン、王妃様がわたくし達を憎にくむのは、陛下を愛しているからよ。わたくしには、彼女の気持ちが理解できるのです。ですから、表立って対立しないようにしています。あなたもいつか分かる時が来るわ』

　リアンには今でも分からないが、母がリアンのことも大事に思っている上で、悲しそうにため息をついていたことを思い出すと、自然とその言いつけを守ろうという考えになるのだ。

「側妃様もお優しい方でした……。しかたがありませんね」

　フォーレは説得をあきらめて首を振り、気を取り直して、軽食とお茶を運んでくる。

「披露宴ではごちそうが用意されているでしょうが、主役は大して食べられないのが、昔からのことわりです。今のうちに食べておいてください」

「ああ、ありがとう」

　リアン自身、緊張で食事が喉のどを通らないだろうと思っていたので、フォーレの気遣いに感謝した。卵やハムのサンドイッチと、根菜のスープの盆を眺め、リアンはそういえばとフォーレに問う。

「グレアムのほうは？」

「あちらには他の使用人がついております。披露宴の後、殿下はロッドフォード家の町屋敷のほうにお引越しになられますが、こちらの準備は私にお任せください。町屋敷のほうは、シーナにくれぐれもと頼んでおりますから」

　今日使わないものは、すでにグレアムの町屋敷に運んでいる。その後、必要な家具や衣装を馬車に詰めこみ、今度はロッドフォード家の領地へ引っ越す形だ。

　貴族同士の結婚なら、嫁ぎ先で結婚式を挙げるならわしだ。だが、リアンは王族で、王から家臣への褒賞として与えられる結婚なので、皆に披露目をしなければならず、王宮ですることとなったのである。

　しばらくはばたばたとして忙しいだろう。

　ひとまず、今日は披露宴を乗り越えなければならない。

「無事に終わるといいけど」

　リアンは希望をこめて、つぶやいた。







　披露宴は、謁見の間に用意されていた。

　白い花やリボンで飾りつけられた広間のうち、玉座に近い半分にだけ、テーブルがもうけられている。白いクロスがかかった長いテーブルが整然と並び、最前列のテーブル二つだけが横に並べられている。

　主役のリアンとグレアムが、特に目立つ席に座った。

　リアンは明るい黄緑色をベースにした盛装を、グレアムはリアンに合わせて、ダークグリーンでまとめている。目の前には鶏の香草をつめた丸焼きや牛のステーキなど、手のかかるごちそうが並んでいる。だが、客がひっきりなしにあいさつに来るため、リアンは三口程度しか食べていない。

　それに対して、隣のテーブルにいる国王夫妻や王妃腹の王子達は、酒と料理に舌鼓を打っている。

　リアンの心配をよそに、披露宴は穏やかに進んでいた。

　王妃は意外にも上機嫌で、貴族達は陰口をささやく様子がない。目と鼻の先に、国王バルシュがいるからだろうか。

　結婚式と違い、披露宴には、王家の他には限られた者しか招待されていない。リアンの教師だった者や、政治的に中枢にいる者だ。グレアムの親族は亡き兄の遺児二人だけらしく、この場にはいない。王家のパーティーに出るには、幼すぎるそうだ。だから、グレアムにとっては、親しい者が誰もいない宴だった。

「リアン殿下、ロッドフォード侯爵、ご結婚おめでとうございます」

　次の客は宰相だ。細身の初老の男は、丁寧にあいさつをした。

「ありがとう」

　リアンが頷く横で、グレアムも生真面目に礼を言う。

「ありがとうございます、宰相閣下」

　宰相が祝杯をあげ、グレアムは返杯をしてワインを飲む。リアンは適当に飲むふりをしているが、彼は客が来るたびに素直に飲み干している。小さなグラスとはいえ、そんなに飲んでは、パーティーが終わる前に酔いつぶれるかもしれない。

　宰相が辞した隙に、リアンはこそっと話しかける。

「グレアム、そんなにお酒を飲んで大丈夫なのか？」

「ええ、この程度は問題ありません」

　グレアムは涼しい顔で答えた。

「王家主催だけあって、良い酒ばかりですね。たっぷり楽しませていただいております」

　グレアムにとっては居心地が悪いパーティーだろうと思っていたが、ちゃっかり楽しんでいるようだ。

「そうか。無理に付き合っているのでなければ構わないんだ」

「殿下」

　右隣に座るグレアムが、急にリアンの右手をつかんだ。

「心配してくれたのですか？」

　水色の目を細めて、グレアムは期待をこめて見つめる。熱のこもった眼差しに、リアンはたじろいだ。

「そ、それは……。いくら祝いわいの席とはいえ、醜態しゅうたいをさらされては困るからで……」

　とっさに口から出てきたのは、ひねくれた言葉だった。ただ頷けばいいだけなのに、どうして反発してしまうのだろうか。自分自身にひるんで言いよどんでいると、グレアムは破顔する。

「そうであっても、殿下が私のことを考えてくださるのは、とてもうれしいことです」

「う……」

　彼の爽やかな笑みを前にして、リアンはばつが悪くなった。自分の子どもじみた態度が恥ずかしい。

「グレアム」

　嫌な言い方をしたことについて謝ろうとした時、キンキンと甲高い音が鳴った。

　王妃がグラスをスプーンで叩いて、衆目を集めている。

（なんだ……？）

　披露宴で、王妃が何かするなんて聞いていない。リアンだけでなく、グレアムの横顔も強張る。

「宴えんもたけなわでございますわ。そろそろ、披露宴の恒例行事とまいりましょう」

　王妃が指で合図をすると、楽団がワルツを演奏し始める。

「ファーストダンスは、もちろん主役のお二人です。どうぞ楽しんで」

　にっこりと微笑む姿には、まったく悪意がないように見える。だが、客だけでなく、リアンも静かに動揺した。

　披露宴のファーストダンスは、新郎新婦が踊る。確かに、王家の伝統だ。

　普通ならば、踊るだろう。だが、リアンは左足が不自由で、披露宴ではカットされるはずのことだった。

（ここで断ったら、この場に水を差すことになる）

　リアンの背に、冷や汗がにじむ。まさかとは思ったが、王妃が踊るように言うかもしれず、念を入れて女性パートを勉強しておいた。しかし、リアンの左足では長く踊れない。

　リアンが王妃のほうを見ると、彼女は意地悪に微笑んだ。祝いの席での王妃の嫌がらせに、客達も固唾かたずをのんで見守っている。

（一曲くらいは我慢しよう）

　口を挟もうとするバルシュを、リアンは無言で首を振って止め、グレアムに声をかける。

「グレアム、披露宴の伝統なんだ。一曲だけ踊ろう」

「しかし、殿下……」

　グレアムは心配そうに、リアンの足を見た。

　なかなか立ち上がらない新郎新婦に、王妃は微笑みながら問う。

「あら、そういえば、第三王子は足がお悪いんでしたわね。気遣わずに申し訳ありませんでしたわ」

　王妃がわざとらしく謝った瞬間、グレアムが椅子を立った。リアンに左手を差し出す。

「どうぞ、殿下。――私にお任せください」

　ひそやかに付け足された言葉を、リアンはいぶかしく思う。

「ああ、ありがとう」

　杖を席に置いたまま、リアンはグレアムのエスコートで、謁見の間の後ろ半分のほうへ移動する。

　ゆるやかなアップテンポのワルツが流れていたが、グレアムは楽団の指揮者に声をかけて、曲を変更させた。それがワルツの中でも動きが激しいものだったので、リアンは息をのむ。

「グレアム？」

　まさか、リアンが無様ぶざまに転ころぶ様子を見せるという復讐でもしようというのか。不安のあまり、リアンは表情を曇らせた。

　二人で向かい合って、お辞儀をする。

　すると、グレアムはリアンの腰をぐいっと引き寄せた。耳元でささやく。

「殿下、左足は宙に浮かせたまま、右足だけお使いください。一曲の間、私が殿下のお体を支えておきますので」

「……え？」

　グレアムの指示に、目を丸くする。

　そういえば、この曲は体を密着させて踊るので、夫婦や婚約者でなければ参加できないという暗黙のルールがあった。すでに結婚式を終えたリアンとグレアムならば問題ない。

　リアンはグレアムの右腕に手をかけ、右手はつないだ状態で、ワルツを踊る。グレアムはリアンの腰を右腕だけでしっかりと支え持っていた。

　おかげでリアンは左足を使わず、右足だけ地面について、ワルツについていくことができた。

　最初は驚いていたリアンだが、次第に楽しくなってきた。まるで雲の上に浮かぶみたいに、グレアムが軽快にステップを踏んでいる。

「グレアム、ダンスが上手だな」

「お褒めいただき光栄です、殿下」

　リアンはお世辞で言ったのではない。ハンデのある者を抱えた格好で、これだけ見事に踊れるのだから、相当なダンスの腕前だ。

　まるで、怪我をする前に戻ったみたいだ。

　自然とリアンの顔がほころび、笑い声をこぼす。

「あはははっ。最高だ」

「さあ、殿下。最後のターンを右足でお願いします」

「よし、来た」

　リアンはくるりと一回転して、グレアムに支えられて止まる。すっかり息が上がっていたが、清々しい気持ちだった。お辞儀をすると、客がわっと拍手をした。

「おめでとうございます、殿下！」

「お二人とも、なんてお似合いなんでしょう。どうぞお幸せに！」

　祝福の言葉が飛び交う中、バルシュは感慨にふけった様子で、目元ににじんだ涙をぬぐう。その隣では、王妃が射殺さんばかりの鋭い目をして、グレアムに憎悪を向けていた。







　披露宴がお開きになり、リアンはバルシュとハグをして別れのあいさつをしてから、ロッドフォード家へ向かう馬車に乗りこんだ。

　馬車が王宮の門を出てしばらくしてから、リアンとグレアムはどちらともなく笑いだす。

「最高だ、グレアム。王妃様のあの顔を見たか？」

「ものすごく悔くやしそうでしたね。王宮を辞じす日にぎゃふんと言わせられて、胸がすっといたしました」

「あんなふうに平和にやり返せて良かったよ。でもそれ以上に、あのダンスは素晴らしかった。ありがとう」

　高揚感のせいもあり、リアンは自然と礼を口にしていた。

「お役に立てて光栄です、殿下」

　結婚式を挙げて披露宴も行ったのに、グレアムはまだ他人行儀に殿下呼びをしている。

「私はこれで王家を出た。殿下や様などの敬称は付けず、リアンと呼ぶがいい。夫となったお前には許そう」

「かしこまりました、リアン」

　喜びで頬を赤くして、グレアムは恭うやうやしく呼ぶ。傍仕えだった頃、女性からきゃあきゃあと騒がれてもクールだったグレアムの印象が強かった。思っていたよりも、彼は感情が表に出やすいようだ。

「私のことはぜひ、愛称あいしょうのグラムで呼んでいただけませんか」

「侯爵を愛称で呼んでいいのか？」

「夫婦なので構いません。親愛の証ですから」

　親愛の証。結婚したばかりなので、リアンには微妙な気持ちになった。

「……そうだな。気が向いたら、そう呼ぼう」

　今はまだ、そこまで親しげにするのは気が引ける。

　リアンの遠回しの拒否を聞いて、グレアムは苦笑した。

「申し訳ありません、馴なれ馴れしくしすぎてしまいました」

「親しくしようとしてくれるのはありがたいが、私はこういった距離感は少し苦手でね。王族としての立場をわきまえろと、フォーレに注意されるものだから」

　リアンは誰にでも礼儀正しくふるまうが、周りにいるのは使用人ばかりで、親しくしても節度をたもった距離だった。王妃の顔色をうかがう貴族は、リアンに最低限しか近づかない。当然、友情というものが分からない。恋愛はもっと謎の分野だ。

「リアン、夫婦関係は社交ではないんですよ。良いも悪いも分け合うものです。私にはなんでも頼ってください。遠慮せず！　わがままをたくさん言って、困らせてください！」

　グレアムは熱をこめて、おかしな希望を主張する。

「わがままを言って困らせろとは……変なことを言う。お前が支度金を受け取らなかったから、私には余裕がある。自分のことは自分でどうにかするよ」

「そういう意味ではなくてですね。ええと、何かしたいことはございませんか？」

「そうだな。私は園芸が趣味だから、お前の屋敷の一画を自由にさせてくれるとありがたい」

　グレアムは目を丸くした。

「なんだ、お前もフォーレと同じで、王族が土いじりなどするなと言うのか？」

「いえ、園芸がお好きとは知らなかったので」

「あいにく、素人しろうとだよ。植物が好きなんだ。私が世話をしなければ枯れるし、社交界の者のように陰口も言わないだろう？」

　なぜかグレアムは急に押し黙り、眉間をもみほぐしながら天井をあおぐ。

「なんと欲がない……。一画と言わず、庭は全部好きにしていいですよ。畑にしてしまっても構いません」

「畑を作っていいのか？　民がどうやって作物をまかなっているのか、昔から興味があったのだ」

「教師役の庭師もつけます。……あの、他にはございませんか？　服や宝石が欲しいというような……、王族の方が好まれそうな、きらびやかなものなどは」

「お前の屋敷に図書室があるなら、出入りしたい。他に楽しみなことといえば、読書くらいでね」

　リアンは静養の身であったが、王族としての教養を学ぶ時間はあったため、完全に暇というわけではなかった。それでも、そういった勉学や公式行事以外では、読書と園芸をしていたのだ。ふと、名案を思いついた。

「そうだ。実は、私は王宮の外に出たことがない。お前の領地を見て回れたらうれしいものだ。我が国を支える民と言葉をかわせたら、さぞかし楽しいだろう」

「殿下がお望みならば、いくらでも外出にお付き合いいたしますとも！　我が領民も、殿下がいらっしゃれば喜ぶことでしょう。――ううっ、こんなに民のことを気にかけておいでとは……けなげでいらっしゃる」

　なぜか分からないが、グレアムは感動して、目の端に涙をにじませている。

　国のために働くのが当たり前という価値観で育ったリアンには、グレアムの態度は意味不明だった。





























　八章　初夜







　ロッドフォード侯爵家の町屋敷に着くと、リアンは侯爵夫人の部屋に通された。

　クリームイエローと若草色をベースにした、優しい雰囲気の壁紙は、侯爵夫人用の部屋だけあって、女性的だ。他には黄土色の房飾りがついたビロードのカーテンや長椅子、深緑色の家具があった。広々とした居間の奥には、それだけで絵になりそうな白い扉がある。

「リアン、奥が寝室と衣裳部屋になっております。そちらから、風呂や洗面所、化粧室に入れます。それで、そこの内扉の向こうが私の寝室です」

　グレアムは簡単に部屋について教えると、申し訳なさそうに眉を寄せる。

「結婚式の準備に追われて、壁紙まで変える時間がなく……お気を悪くされたら申し訳ございません。グリーンエバにある領主館のほうは、殿下のご希望である緑をベースに整えさせておりますので」

「ここには一日しかいないのだから、構わない」

　壁紙以外は、リアンの好みだ。急いで用意してくれたのだろう、心配りがうれしい。

「結婚式の日取りを決めたのは父上だ。ここまで整えてくれてありがとう」

「どういたしまして」

　グレアムが微笑んで会釈した時、リアンのお腹がグウと音を立てた。気まずさで、顔を赤くする。

「緊張でたいして食べられなかったから……」

「私もです。我々の披露宴なのに、主役はごちそうを食べる暇がないなんて、ひどい話ですよね。夜食を用意させますので、お待ちの間に着替えをどうぞ」

　グレアムは呼び鈴を鳴らし、現れた執事に言いつける。執事と入れ替わりに、侍女のシーナが入ってきた。

「殿下……いえ、奥方様、お風呂はすでにご用意しております。お召替えをお手伝いいたしますわ」

「……奥方」

　グレアムの妻になったのだから、使用人が奥方と呼ぶのは当たり前だ。リアンの立場は侯爵夫人であるが、女ではないので複雑な気持ちになる。

「グレアム、私のことは名前で呼ぶようにと、使用人に伝えておいてくれないか」

「ええ、そのようにいたしましょう。ですが、リアン。公式の場では侯爵夫人呼びとなるかと……」

「それは構わないが、プライベートでまで女扱いされるのは気が休まらない」

「ご理解いただいてありがとうございます。では、内輪ではそう呼ぶように、伝達しますね」

　グレアムが部屋を出て行くと、リアンはすぐに気軽な室内着へ着替える。礼服はシーナが片付けておいてくれるというので任せた。いったん部屋を出て行ったシーナは、食事がのった台車を押して戻ってきた。

「さあさあ、どうぞ、召し上がってください。王宮には及びませんが、当家の料理人がごちそうを用意してお待ちしていたのですよ」

　シーナがにこにこと笑って告げる。

　テーブルには、スープとステーキ、パンが並べられた。食前酒やゼリーのデザートも添えられている。夜遅くなるのを見越してか、それぞれ量は控えめだったが、どれも繊細な盛り付けがほどこされて、おいしそうだ。

　予想通りの味で、リアンはぺろりと完食した。

「お代わりをなさいます？」

「いや、ちょうどいい量だった。とてもおいしかったよ、ありがとう」

「料理人に伝えておきますね。喜びますよ」

　シーナのほうこそ、自分が褒められたみたいにうれしそうだ。

「殿下がお食事の間に、お風呂の用意が整いましたわ。いつでもお入りくださいませ」

「さっそく入るよ。くたくただ」

　宴でしみついた香水や料理のにおいを洗い落としたら、すぐに寝床に入ろうと思いながら、脱衣所で服を脱ぐ。そして浴室の扉を開け、リアンは見てはいけないものを見たような気がして、すぐに閉じた。

「ん……？」

「どうなさいました？」

「いや、薔薇の花が浮いていたような。いや、気のせいではなく、浮いているな」

　扉を開けなおすと、やはり赤い薔薇が湯に浮いており、濃厚な花の香りで満ちている。どうしてこんなことになっているのかとたじろぐリアムの後ろで、シーナが袖まくりをして、やる気を見せた。

「今日は初夜でございますもの。わたくし、腕をかけて殿下を磨かせていただきます！」

　シーナの宣言を聞いて、すっかり初夜のことを忘れていたリアンは静かに度肝を抜かれた。







　　　　　◆







　一方その頃、同じく夜食をとり終えたグレアムは、落ち着きなく部屋の中を行ったり来たりしていた。

　内扉を一枚へだてた向こうに、思い焦がれた相手がいると思うだけで、勝手に気持ちが舞い上がる。好きな相手との初夜に浮かれない夫はいないだろう。

「グレアム様、くれぐれも暴走してがっつくような真似はしませんように。嫌われますからね！」

　食器を引き取るついでに、駄目押しに来たエイデンに注意され、グレアムはギクッとする。ただでさえリアンからの好感度が低いだろうに、さらに嫌われては悲しい。

「ああ、でも、披露宴のダンスでの閣下の対応は、大層素晴らしかったですよ。殿下も珍しく笑顔でいらっしゃいました。客達も、お幸せそうで良いことだと好評でしたよ」

　これまで、グレアムの恋愛方面が駄目すぎるとマイナス評価ばかりだったエイデンが満点だと告げた。

　あのダンスでのリアンの可愛らしい笑みを思い返して、グレアムは表情を緩める。あんなふうにグレアムに笑ってくれたのは、乗馬での事故より前だけだ。

　しかし、エイデンは頭を抱えてため息を吐く。

「はあ～、それにしても、グレアム様はあれほどおモテになるというのに、まさか夜の経験がないなんて」

「いや、ちゃんと寝屋の作法の手ほどきは受けている！　童貞ではない！」

　嘆くエイデンに、グレアムは急いで言い返す。

「それ以外で、恋愛や夜遊びはないのですよね？」

　王宮騎士をしていた時を除き、エイデンはほぼ近くにいたため、グレアムの事情は筒抜けだ。王宮勤めでは寮生活だったし、若手の騎士はこき使われるのが通例で、まだ朝も暗いうちから起きて、遅ければ深夜に疲れ果ててベッドに横になるような生活だった。体力的に、恋愛に当てる時間がなかったのだ。

「そもそも、私は結婚するつもりはなかったから、必要以上に女性に近づかないようにしていた。あとは勉強と訓練ばかりだった。王宮を退いた後は、ずっと戦場にいたのはお前も知っているだろう？」

「真面目なのはあなた様の良いところですが、殿下に無体をしないか心配です」

「私をなんだと思っている！　ちゃんと気遣うに決まっているだろう？」

「それが難しいのが初夜というものなんですよ」

　エイデンは分かった口をきいて、盆を持ち上げてお辞儀をする。

「では、私は失礼します。がんばってください」

「ああ」

　エイデンが出て行くと、グレアムは頭を切り替えて、すぐに風呂に向かった。







　　　　　◆







　グレアムが内扉を開けて寝室に入ってきた時、リアンは緊張のあまり、ベッドに腰かけた格好で、石のように固まっていた。

「失礼します。……これは」

　白いガウン姿のグレアムは、リアンを見て息をのむ。

　たちまちいたたまれなくなって、リアンはうつむいた。

　シーナがはりきってリアンを洗い、全身に薔薇の香油をすりこんだ。目尻に朱を入れるという化粧をほどこし、薄絹のガウンを着せてから、寝室に送り出したのだ。

　このガウンが裸とさして変わらないような代物で、当然、リアンは他のものがいいと主張した。しかし、シーナは初夜で夫の心をわしづかむのが大事だとゆずらなかったのだ。

（わしづかむどころか、なんて格好をしているんだと気持ち悪がられるに決まってる）

　この国では珍しい、男同士の結婚だ。ただでさえ周りに笑われている気がしているのに、寝室でまで恥をかかなくてはならないなんてあんまりだ。リアンの心の中は絶望感でいっぱいだが、王族としての矜持がここにとどまらせている。

　グレアムの顔を見る勇気がなく、膝の上で両手を握りしめて震えていると、ふっと前に影がかかった。グレアムが床に膝をついており、ほうっとため息をつく。

「なんてお美しい」

「は……？」

　――美しい？

　聞き間違いだろうかと、リアンは顔を上げる。そこには、うっとりとリアンを眺めるグレアムがいた。

　寝室にはランプが一つ灯されているだけで、彼の水色の目にちらちらと朱色の明かりが映りこんでいる。なぜだかリアンは余計にいたたまれない気持ちになって、目をそらす。

「嘘をつくな。みっともないと思ってるんだろう？　これはシーナが強引に着せただけで、私の趣味では……」

「彼女に任せて正解でした。良い仕事をする。後で特別報酬を出さねば」

　まるで宝物を鑑賞するみたいに、グレアムは目を細める。そこに情欲がにじんでいるのに気づいて、リアンは困惑した。

「本当に夫婦の営みまでするつもりなのか？」

「愛していると申し上げましたが」

「だが、私は男だし、こんなに貧相だし……」

「殿下が男なのは存じておりますし、はかなげで守りたくなる見た目でいらっしゃいますね」

　――はかなげで守りたくなる見た目？

　リアンの認識とかけ離れたことを言われて、あ然とする。そんなリアンの右手をつかみ、手の平に口づけながら、グレアムはちらとリアンを見上げた。その仕草が妙に色っぽく、リアンの頬に、勝手に熱が集まる。

「殿下はどうなのですか」

「え？」

「私と夜を過ごすことについて、どんなふうにお考えです？」

　リアンは驚いた。まさかリアンの希望を聞いてくれるとは思わなかったのだ。

「結婚したからには、夫婦生活は義務だ。責任は果たすつもりだ」

　グレアムはぴたっと動きを止める。

「……義務？」

「お前が望むならば、受け入れるだけだ」

　正直なところ、同性での寝屋について学んでいないので、未知すぎてよく分かっていない。不安はあるが、グレアムはこの婚姻が償いだと言っているのだから、リアンを痛めつけるような真似はしないはずだ。

　グレアムは数秒、眉を寄せて黙った。言葉をしぼりだすようにして、問いかける。

「リアンは私のことが嫌いですか？」

「王族の婚姻に、好き嫌いは関係ない」

「私は！」

　グレアムは悲しげに声を強める。

「私は……あなたと情じょうをかわしたいのです」

　リアンの手を強く握りしめて、グレアムはそう言った。切々と訴える声音に、リアンの胸に罪悪感が湧く。どうやらリアンの返事は、グレアムを傷つけたようだ。

　しかし、結婚するつもりのなかったリアンにとって、突如もたらされた婚姻は現実味に欠けている。しかも左足を怪我することになった原因が相手で、すぐに心を開くには、リアンの気持ちは複雑過ぎた。

　どう答えていいか分からず、リアンは口を閉ざす。リアンが何も言わないので、グレアムは深々とため息をついた。

「……分かりました。きっと私が急ぎすぎたのです。あなた様にしてみれば、混乱のほうが大きかったでしょうし」

　こちらへの理解を見せ、グレアムはリアンの隣に座る。

「あなたの気持ちが固まるまで、無理に押し通す真似はしないと誓います。ですが、私があなたのことを欲しくてたまらないだということは、忘れないでください」

　じっと見つめられ、リアンは頷いた。グレアムの気持ちを否定するつもりはないのだ。ただ、リアンが追いつけていないだけで。

「分かった。すまない」

「いいえ。私も、あなたを傷つけたくはありませんから。しかし、ただ待つなんて無理です。キスまではしても構いませんよね？」

　グレアムの懇願に、リアンは迷いつつも受け入れることにした。リアンの気持ちが落ち着くのを待ってくれるというのだから、これくらいは譲歩すべきだろう。

「……許す」

　リアンが頷くと、グレアムの顔が近づいてきた。グレアムはリアンをじっと見つめ、気持ちを伝える。

「愛しています」

　しっとりとした口づけは、なぜだかリアンに胸の痛みをもたらした。





































































































　九章　キスは許しましたよね？







　路上の石を踏んで、馬車がガタンと大きく揺れた。

　リアンはハッと目を開ける。いつの間にか眠っていたようだ。あくびをしながら視線を上げると、御者席側の座席にいるフォーレが、心配そうにこちらを見ていた。

「殿下、お体がつらいのでしたら、どうぞ横におなりください」

「フォーレ、誤解だ。昨夜はグレアムとは何もなかった。ただ、眠れなかっただけだよ」

「……そうなのですか？」

　フォーレが驚くのを気まずく思いながら、リアンは車窓から外へと視線を向ける。そこにはグレアムがいた。立派な黒い馬にまたがり、馬車の横を並走している。騎士として単騎で駆けることが多い彼は、馬車にいることを好まないらしく、侯爵という立場にも関わらず馬上にいる。

　昨夜、リアンにキスをした後、グレアムはすぐに自室に戻った。薄絹姿のリアンが隣にいるのに、触れるのを我慢するのがつらいと言っていた。

　その後、リアンはグレアムの傷ついた表情を何度も思い出してしまい、ぐるぐると考えこんでいるうちに、気づけば朝になっていた。そして、なぜかグレアムも寝不足のようで、お互いに疲れた顔をしているせいで、周りは初夜が無事に済んだと勘違いして、優しい目を向けてくるのだった。

　ベッドが綺麗だったことを知るシーナ以外、侯爵家の使用人は全員誤解している。それを否定しなかったのは、体裁ていさいが悪いからだ。

「彼は私と夫婦の営いとなみをしたいそうだが、私の気持ちが落ち着くまで待ってくれるそうだ」

「なんと。あの男……いえ、侯爵は殿下に対して真剣なのですね！　紳士的な対応をとるとは、見直しました」

　陰ではグレアムをあの男呼ばわりしていたフォーレだが、ここにいたって呼び方を訂正した。感じ入った様子で、何度も頷いている。

「引っ越しの準備のためとはいえ、初夜にお傍を離れたことで、殿下が不安ではないかと案じていたのです」

「そうか」

　シーナに言われるまで、初夜のことなど忘れていたとは、とても言えない雰囲気だ。リアンは適当に返事をして、会話を流す。

「フォーレ、今後は私のことはリアンと呼べ。臣籍しんせきに下くだったのだからな」

「は。かしこまりました、リアン様」

　フォーレは慇懃いんぎんに受け入れる。

「ところでフォーレ、その……世の夫婦というのは、どうやって親しくなるものなんだ？」

「それを独身の私にお尋ねになりますか？」

　フォーレでは、リアンの疑問に答えてもらえないことだけは分かった。

「すねなくてもいいだろう、フォーレ。私はただ、グレアムがあんなふうに王妃殿下から守ってくれたことだから、少しは歩み寄りたいと思っているのだ」

「まあ、そうですね。友人としてでも、親しくされたほうがいいでしょう。殿下のご身分がありますから、誰も粗末には扱えませんが、それでも妻の立場は夫の信頼によるところが大きいものです」

「この間まで、手玉にとれとか言っていたくせに」

「結婚式や披露宴の様子で、私も考えが変わったのですよ。過去のことは簡単には許せませんが、侯爵が殿下を大事にしようとしている誠意は伝わってまいりました。多少の譲歩はいたしましょう」

　それでもあくまで上から目線なのが、フォーレの面白いところである。

「侯爵の補佐官が既婚者だったはずです。侯爵と幼馴染のようですし、彼に相談してみては？」

「補佐官といえば、エイデン・マクレガーか」

　侯爵家の町屋敷を出立する前に、グレアムから側近の紹介を受けたばかりだ。左の窓から外を見ると、涼やかな容貌をした男が馬を歩かせていた。金茶色の髪を後ろで一つに束ねており、切れ長の目は茶色だ。

　ロッドフォード侯爵家の騎士達は、平服はシンプルな紺色の上着と灰色のトラウザーズだが、今は鎧をつけて武装している。戦が終わって民は喜びに沸いているものの、国内はいまだ不安定だ。男手を兵にとられ、守りが薄くなった村を盗賊が襲撃することもあった。持参金を積んだ馬車なんて、襲ってくださいと言っているようなものだ。

　そういうわけで、グレアムは騎士団長として、警護に目を光らせている。エイデンはもちろん、信頼できる配下に馬車の周囲を守らせていた。

　リアンとしては、凱旋式帰りの戦の功績者――つまり猛者もさがそろっている一団を襲う馬鹿はいないと信じたいところだが、この世に絶対というものはない。

　ロッドフォード領まで、馬車で十日ほどかかる。天気次第では、二週間にずれこむこともあるのを思えば、グレアムの警戒のほうが正しい。

（平穏につけばいいのだが……）

　王宮から出たのは初めてで、リアンは不安と楽しみが半分ずつといった心境だ。

　ふいに、披露宴で怒りに震えていた王妃の顔が浮かび、ゆるやかに首を振って追い払う。

（もう嫌がらせもないだろう）

　憎い側妃の息子が遠くに離れることで、王妃の心が静まることを願った。







　エイデンと話す機会は、思ったよりもすぐにやって来た。

　昼過ぎに着いた町で一泊することになり、リアンは部屋の準備が済むまで、食堂で待っていた。ロッドフォード家が宿を一つ借り上げたため、食堂は貸し切りだ。

　荷を解き終え、休憩時間になった騎士達ががやがやと飲み物や軽食を頼んでいる。

　フォーレは部屋を整えに向かい、グレアムは書類の確認のために、先に部屋に上がっている。食堂の隅に静かに腰かけているリアンの傍には、侍女のシーナが控えていた。部屋の確認はシーナに任せればいいのに、フォーレは安全を優先しているらしい。彼はまだ、侯爵家の使用人を信用していないようだ。

（庶民は、テーブルと椅子をこんなに狭く並べて食事をするのか）

　一人で食べるにしろ、広々としたスペースがあるのが当たり前だった王宮しか知らないリアンは、この光景が珍しい。しげしげと眺めていると、エイデンがリアンに話しかけてきた。

「殿下」

　振り向くと、エイデンは綺麗な所作でお辞儀をした。

「エイデン・マクレガー殿……だったな？」

「エイデンと呼び捨てで結構ですよ。騎士ばかりで、むさくるしくて申し訳ありません。お夕食は、後ほど、お部屋のほうにお持ちしましょうか」

「分かった、エイデン。私のことも、公式の場以外では、リアンと呼んではくれないか」

「かしこまりました」

「それで……食事？　私は皆と一緒で構わないが……そうすると侯爵夫人としてはまずいのだろうか」

　晩餐会ばんさんかいでもない、こういった気安い席は初めてで、リアンは少し浮かれている。エイデンはどこか意外そうに、片眉を上げる。

「なんだ？」

「いえ、王族の方は、下々しもじもと同席したくないかと思っておりましたので」

「侯爵がここでとるのならば、私がいても構わないだろう？」

「では、席をご用意します。皆も喜びますよ」

　さっそく宿の従業員に声をかけようとするエイデンを、リアンは呼び止める。

「ところで、エイデン。あなたは既婚者だと耳に挟んだのだが」

「え？　ええ、はい。ロッドフォード領に、可愛い妻が待っております」

　彼が真顔で「可愛い妻」と言うので、リアンは面くらった。

（愛妻家なのだろうか）

　夫婦仲が良いのならば、期待が持てる。

「一般的な夫婦というのは、どうやって親しくなるのだろうか」

「……は？」

　ぽかん。そんな言葉が似合う顔をして、エイデンはリアンを凝視する。それから急いでせき払いをして、態度をとりつくろった。

「申し訳ありませんが、夜のことでしたら、閣下と話し合うのが一番かと」

「そういうことではなく、お茶や食事を一緒にとるとか……そういう……？　陛下は母上とはそうなさっていたのだが」

「ああ、そういう意味ですね。すみません、閣下に叩き切られるのかと、冷や汗が出ました」

「叩き……切られる？　なぜだ？」

　リアンは目を丸くする。エイデンは笑顔で「なんでもない」と誤魔化す。

「食事やお茶も大事ですが、お二人でお出かけになってはいかがでしょうか。散策も楽しいものですよ」

「散策か。それはいい。まだ日も明るいし、商店を覗いてみたい気もするな」

「他にはとにかく、会話の時間を多くとることですね。友人でも恋人でも、雑談から仲を深めるものですよ」

「なるほど。勉強になった。ありがとう」

「お役に立てて光栄です」

　エイデンは丁寧にお辞儀をして、うれしそうに何度も頷く。

「そうですか、殿下は閣下と親しくされたいのですね」

「彼には何かと助けられているからな。私とて、義理くらい果たす」

「義理ですか？　それはどういう……」

　エイデンが深く掘り下げようとするのを、グレアムの声がさえぎった。

「殿下！」

「どうした、グレアム。そんなに慌てて」

　リアンがそちらを見ると、グレアムが階段を素早く駆け下りて、大股で食堂を横切ってきたところだった。

「エイデンと何を話していらっしゃるのですか？」

「夕食をお部屋にお持ちするか、確認していたのですよ、閣下。こちらで皆と一緒に召しあがるそうです」

　リアンが答える前に、エイデンが答えた。グレアムもまた驚いた様子で、確認する。

「ここで、ご一緒にですか？　殿下」

「リアン」

「あ、はい、リアン。ええと、無理をせずとも構いませんよ？」

「私がいると迷惑なら、そう言ってくれ。なにぶん、王宮を出たばかりでよく分からない。問題がないのなら、皆と共に過ごしたいのだが」

　なぜだかグレアムは頬を赤らめ、周囲にいる騎士達は驚きをこめてこちらを見た。

「皆を受け入れようとしてくださるなんて、うれしいことです。殿下、ありがとうございます！」

「何について礼を言われたのか、よく分からないのだが……」

　グレアムの様子に、リアンは戸惑う。ここで一緒に食事をとるというのは、家臣との晩餐会みたいなものではないのだろうか。

　リアンが困っているのを察して、エイデンが笑顔で口を挟んだ。

「閣下、リアン様が歩み寄ってくださる方でよろしかったですよね。書類の確認が終わったのでしたら、部屋が整うまで、リアン様と散策されてきては？　ほら、町をご覧になりたいでしょうし……」

　リアンが相談したからだろうか、エイデンはさっそく背中を押してくれた。リアンは希望を口にする。

「グレアム、私は町を見たい」

「ええ、すぐに参りましょう！」

　グレアムの表情が明るく輝いた。

　近所をゆっくりと歩くだけだったが、初めて王宮の外に出て、自分の足で市井を歩いたリアンはとても満足した。

　その日の夕食でも、がやがやとおしゃべりが飛び交い、グラスや食器の鳴る音がする騒がしい席に面くらいながらも、リアンは楽しかった。ひっそりと静まり返った離宮で一人で食べるご馳走より、皆でとる庶民の料理のほうが、なぜだかずっとおいしいのが不思議だった。







　そして、夜。

　さて就寝しようと、リアンがベッドに入ろうとした時になって、グレアムが訪ねてきた。急用かと驚いて問う。

「何か用か？」

「リアン、週に三日は共に寝ると、約束しましたよね？」

「え……」

　まさか、待つと言ってたのに、昨日の今日でしびれを切らしたのだろうか。心の準備ができていなかったリアンは、内心でうろたえる。

「新婚二日目にして寝室を別にしたら、周りが疑問に思うでしょう？　心配しないでください、一緒に眠るだけですよ」

「そ、そうか」

　見透かされていることを、リアンは気まずく思う。結婚したからには義務を果たす覚悟はあるが、そもそも人と触れ合うのが不慣れなリアンは、どうしても不安に思う領域だ。

「私はどちら側に寝ると、殿下の負担にならないでしょうか」

「右がいい。そのほうがベッドに上がりやすくてな」

「分かりました」

　絹のシャツとズボンという寝巻姿のグレアムは、ベッドを回りこんで、さっさとベッドに入ってしまう。広々としたベッドが、あっという間に狭くなった。リアンは恐る恐る隣に入る。人の温もりがして、ちょっと落ち着かない。

「誰かとベッドで眠るなど、初めてだ」

「いくら殿下でも、幼い頃に親と寝たことはあるのでは？」

「いや、ない。お前の家はそうなのか？　王家では、赤子の頃から一人寝だ」

「そうなのですか？　私は幼い頃は暗闇が怖くて、両親や兄のベッドにもぐりこんでいましたよ」

　グレアムは思い出話をしながら、ランプの火を消す。真っ暗になった寝室に、カーテンの隙間から月明かりが差しこんだ。

「ロッドフォードの狂犬も、子どもの頃は暗いのが怖かったのか。それは意外だな」

「ぶはっ」

　グレアムはおかしなせきをして、こちらに詰め寄る。

「なっ、な、なぜ、その呼び名を！　引きました？　怖いですか？」

「なぜかというと、結婚式の準備で王宮をうろついていれば、誰かがわざわざ教えてくれるからだ。狂わねばならないほどの過酷な戦場だったのだろうと、あわれに思ったが……。こんなことを本人に言うのではなかったな。すまない」

　カタルアとの戦がひどいものだったのは、誰もが知っていることだ。いくら、前線となる辺境を任されているロッドフォード家とはいえ、戦いのほとんどを任せていたのは、王子として申し訳なく感じていた。もちろん、王家や他家からも援軍や支援物資は出していたが、特に前に出ていたのは彼らだ。

「で、では、私を血なまぐさいと嫌いにはなりませんか……？」

「率先して国を守った者を尊敬こそすれ、さげすんだりしない。お前達の犠牲と献身のおかげで、国が平和なのは知っている。誰かがお前達を馬鹿にしたのなら、私は王家の者として、その者に抗議して、考えを改めるように話そう」

「殿下は本当にお優しいですね……」

「当たり前のことに、優しいも何もない」

　リアンにはグレアムの言うことが、やっぱりよく分からない。リアンにしてみれば、実母と父王の教えを守っているだけだ。

「リアン」

「なんだ？」

　そろそろ雑談を切り上げて休みたいのだがと思っていると、ベッドがギシリときしんだ音を立て、グレアムが身を起こした。彼はリアンの両側に手を着いて、唇を合わせる。

「何もしないんじゃなかったのか？」

　驚いたリアンは、グレアムの肩を押して文句を言う。

「昨日、キスはしてもいいと、許可をいただきました」

「許可……したな！」

　そういえばそうだった。

「だが、なんだ、こんなことをする空気ではなかった気がするが」

「私の呼び名を聞いても怖がらず、うれしいことをおっしゃってくださったので、感動しました。好きです」

「むっ。ん、んっ」

　結局、力負けして、グレアムのキスを受ける。やわらかな唇が合わさり、歯列をゾロリとなめられ、驚いて口を開けた拍子に、舌が入りこんできた。何が起きたのかと混乱するリアンに構わず、グレアムは舌をからませ、じっくりとキスを堪能する。

　ようやく解放された時には、リアンの視界はくらくらしていた。

「はあ、はあ……」

　慣れないキスで、息苦しい。必死に呼吸をするリアンを抱き寄せて、グレアムはリアンの首筋に吸いつく。ちりっとした痛みに、リアンは眉を寄せる。

「いたっ。何を……？」

「これもキスですよ。キスマークってご存知ありません？」

「聞いたことはあるが……。おい、調子に乗るな！」

　反対側の首筋にも吸いつこうとするので、リアンはとうとう我慢が切れて、グレアムの頭をひっぱたいた。なぜだかこれ以上はまずいと感じ、距離をとらなくてはと思ったのだ。

「待つと言ったくせにっ。信用できない。私は違う部屋に行く」

　グレアムを押しのけてベッドを降りようとすると、グレアムが後ろから抱き寄せて、ベッドに戻す。

「申し訳ありません。これ以上はしませんから、一緒に寝ましょう？」

　耳元で甘くささやかれると、背筋がゾクッとした。そうやって下手したてに出られると、まるでリアンがわがままを言っているみたいだ。ため息をついて、体の力を抜く。

「眠るだけ、だぞ？」

「ええ、眠るだけ。……事を急せいては仕損じますよね」

　グレアムがぼそりとつぶやいた。なぜかリアンは寒気に見舞われる。狼が獲物を仕留めようと見定めているかのような、獰猛な気配を感じた。

「……グレアム？」

「おやすみなさい、リアン。良い夢を」

　リアンの頭にチュッとキスを落とし、グレアムは明るくさっぱりしたあいさつをして、ベッドに寝転がる。

（ロッドフォードの狂犬……か）

　なぜだかその単語を思い出し、リアンはちらとグレアムのほうを見た。

　紳士的にふるまっているくせに、ときどき強引だ。それでいて、リアンがノーを突きつければ身を引くところもあって、いったいどの顔がグレアムの真実なのかと混乱する。

　リアンはグレアムを軽くにらんだが、結局、疲れには勝てず、やがて眠りに落ちた。































































































　十章　記憶にないこと







　王宮を旅立って三日もすると、ロッドフォード家の騎士達は、リアンを慕い始めていた。

　その様子に、グレアムは内心でほっとした。騎士達がリアンを受け入れるか、ひそかに案じていたのだ。

　戦の間、グレアムがずっとリアンのことを気にしていたため、騎士達はグレアムを応援してくれていた。その一方で、傲慢な王族がグレアムの伴侶になったら、ロッドフォード家はどうなるのかと不安がってもいた。

　リアンの態度次第では、降嫁という名誉でも、反発をまねいていたことだろう。

　だがリアンの素直さと優しさは、昔と変わっていない。

　確かにリアンは王宮から出たことがないだけあって、世間知らずな面がある。たまに真面目な顔をして、ずれたことを言うこともあった。それでもリアンがロッドフォード家の人々と親しくなろうと歩み寄ってくれているのが分かるためか、誰もリアンを笑ったりはしなかった。

　リアンは食事をできるだけ皆ととろうとするし、雑談に加わらずとも、話を聞いているだけで楽しそうにしている。

（王族らしい威厳もお持ちなのに、笑うとかわいらしい。私の前では、顔がこわばるのが残念だが……）

　その原因が自分にあることは分かっている。

　キスの許しが出たからと、調子に乗って、手を出しすぎた。

　さすがに肌への口づけには驚いたようで、二日目の夜以来、リアンはグレアムを警戒している。三日目も同じベッドで眠ったが、先回りをして、間をクッションを埋められてしまった。

（「おやすみのキス」は許してくれたが、それ以上は拒否されている……。しかも約束の三日が終わったからと、昨日はお一人で眠られたし）

　確かに少しやりすぎたかもしれないが、好きな相手にキスをして、我慢しなければいけないなんて拷問だ。おかげで、グレアムはもんもんとしている。

「耳と尾が垂れた犬のようですよ、閣下」

「エイデン！　少しは慰なぐさめろ！」

「申し訳ございません。落ち着くまで待つと格好つけておいて、早々にやりすぎて、想い人に逃げられている閣下」

「とどめを刺すな！」

　エイデンは側近のくせに相変わらず冷たいし、リアンには距離をとられるしで、グレアムはうんざりした気分になった。

「その痩せ我慢が報われるとよろしいですね。ところで、一人で悩む暇がございましたら、殿下に花の一つでも贈ってはいかがですか？　謝罪には花。当然です」

「そうなのか……？　しかし、相手は男だが」

「殿下は園芸がご趣味というではありませんか。きっと草花がお好きなんですよ。次は少し大きい町ですから、花屋に参りましょう。付き添います」

　どうやらエイデンは、グレアムが『花言葉大全』をろくに読み進められず、放り出したことに気づいているようだ。たまに、なんでも見透かされているのではないかと、エイデンの洞察力どうさつりょくが怖い。

　グレアムがエイデンをじっと見つめると、彼はふっと笑う。

「私は心なんて読めませんよ、閣下」

「読んでいるだろう！　やめろ！」

　エイデンは噴き出した。真面目そうに見えて、たまにこうやってグレアムをからかうのだ、この男は。

「ですから、初夜は我慢しがたいものだと、お話ししたではありませんか」

「初夜は我慢した」

「そんなにご不満なら、強引にものにしてしまえばいいでしょう？」

「私はあの方の心が欲しいんだ。体だけもらっても、むなしいだけだ！」

「はあ、まったく。閣下は良い男ですね。あなたのような紳士が、上官で良かったです」

　またからかっているのかと思いきや、エイデンは真剣な目をしている。

「とにかく話をして、親しくなるように努力なさい。足の怪我の件を引きずっているのかと思いますが、殿下が優しい方なのは、すでに皆が知っていますから。あとは閣下の行動次第ですよ」

「そうだろうか……？」

　リアンに嫌われることを考えると、グレアムの気持ちは沈む。リアンに関することだけは、グレアムは簡単には自信を得られない。

「結婚までこぎつけたんですから、もう少しですよ。がんばってください」

　エイデンの励ましに頷いて、グレアムは奮起しなおした。







　町に着くと、グレアムは花屋で小ぶりな百合の花束を買い、リアンの部屋を訪ねた。

「殿下、先日は失礼をして、申し訳ございませんでした」

「え……？」

　グレアムがひざまずいて花束を差し出すと、リアンは明らかに戸惑った顔をして、グレアムを見下ろす。

「どうして謝るんだ？」

「怒っておいでではないのですか。その……私を避けていますよね？」

「契約では、同じベッドで寝るのは、最低でも週に三日の約束だ」

「寝室以外でも、避けていらっしゃいます」

　リアンの表情が曇り、すっと目をそらされる。静かにショックを受けるグレアムの前で、リアンはもごもごと言い訳をする。

「そ、それはそうだろう。あんな真似をされたら」

「なんです？」

「恥ずかしいと言ってるんだ！」

　リアンは耳と首まで真っ赤になっている。ちらとこちらに視線を戻したリアンの目がうるんでいる様に、グレアムの胸は射抜かれた。恥ずかしがっているリアンがかわいくて、衝動的に抱きしめたくなるのを、ぐっと手を握ることでこらえる。

「そもそも私は、他人と触れ合うことがほとんどなかったから、お前にあんなことをされて、どうしていいのか分からない。お前にはなんてことないのだろうがな！」

　リアンは話すうちに腹を立て、きつい口調になった。このまま自分が遊び歩いていると思いこまれてはかなわない。グレアムは急いで訂正する。

「誤解です、殿下。確かに、貴族の男の必須課程ですので、夜の手ほどきは受けておりますが、その一度きりです。それ以降は、誰とも触れ合っておりません」

「え？　そうなのか？」

　リアンは意外そうに、グレアムを見た。彼がこちらを向いただけで、グレアムの気持ちは上昇する。

「騎士団の新人は忙しすぎて、交際する暇もありませんし、あの事件の後は、ずっと戦場におりましたから」

「しかし、戦場では昂たかぶりを沈めるために、娼婦しょうふを雇うのだろう？」

「そういったことがあるのは事実ですが、私はあの時には殿下をお慕いしておりましたから、他人に興味はありませんでした」

　リアンは目を丸くする。

「それなのに、あんなに手慣れているのか？」

「好きな人に触れたいと思うのは、自然なことです！」

　グレアムが勢いよく主張すると、リアンは気圧けおされたように後ろに下がり、その表情をたちまち憂いに染める。

「それでどうして、待つと言えるんだ？　私は結婚を受け入れたのだから、好きにすればいいだろう」

「私がもっとも欲しいのは、リアン様の心です。それに、殿下の足の怪我は、私に原因がございますから……。私はこれ以上、あなたを傷つけたくはありません」

　グレアムは深く頭を下げる。

「あの時はお守りできず、申し訳ございませんでした」

「そのことは分かったと、結婚あいさつに来た日に言っただろう？　私が怒っているのは、別のことだ」

「え？」

　――まさか、あの時の「分かった」は、謝罪を受け入れたという意味だったのか？

　思わぬすれ違いに、グレアムは驚いた。しかも、他に原因があるらしい。

「失礼ですが、いったい何をお怒りなのでしょうか？」

「覚えていないのか？」

「ええと……なんのことでしょうか」

「もういい」

　たちまちリアンは不機嫌そうになって口を引き結ぶ。グレアムの手から花束をひったくると、扉を示す。

「この分の謝罪は受け取ったが、ここから出て行け。今は顔も見たくない」

「で、殿下！」

　グレアムは理由を聞こうとしたが、リアンの侍従に部屋から追い出された。

「リアン様が出て行くように仰せですので、お従いくださいませ」

「あなたは何かご存じなのか？」

「主あるじが答えないことを、侍従の分際でお答えするとでも？」

　フォーレは冷ややかな目をして、グレアムの鼻先で扉を閉める。

　訳の分からぬ事態に、グレアムは混乱して、ふぬけた顔をして、執務用にもうけた部屋に向かう。旅の道中にも関わらず、王都や領地から何かしらの手紙や書類が届くので、それぞれ処理して送り返しているのだ。

　さしものエイデンも、グレアムの意気消沈ぶりを見て仰天した。

「いったいどうしたんですか、閣下」

「とりあえず謝罪は受け取っていただいたし、足の怪我のことも許していただいていたようなのだが」

「それはおめでとうございます」

「殿下は他のことでお怒りらしい……」

　グレアムが頭を抱えると、エイデンも首を傾げる。

「なんですか、それは」

「分からないと答えたら、顔も見たくないと言われた」

「……そ、それは。原因不明なのに適当に謝ると、たいていは怒りますよね。理由が分からなくてもマイナス判定されますし……」

「覚えていないのかと問われた。私はもしや、旅の道中で、酒に酔ってやらかしたのか？」

「それはありません。そもそも閣下は酒豪ですから、酒で失敗したことがないではありませんか」

　エイデンの言う通りだ。酒が入るとほろ酔い程度になっても、それ以上に酔った試しがない。エイデンは、グレアムと一緒になって考えこむ。

「殿下のかたくななご様子を見ると、昨日今日のことではないでしょう。過去のことでは？　お仕えしている時に、いったい何をやらかしたのですか、閣下。まさかいたいけな少年によこしまなことを……？」

　エイデンだけでなく、執務部屋に居合わせている騎士の目にも険けんが混ざる。彼らに守らねばならないと思われるほどには、リアンはすでに騎士達の心をつかんでいた。

「そんなわけがないだろう！　教育係をしていた頃は、まだ惚ほれてもいなかった」

「それはよろしゅうございました」

　心からの安堵をこめて、エイデンがつぶやいた。

　信用がなさすぎではないかと、グレアムはうろんに思う。エイデンは付け足した。

「一応言っておきますが、あなたはその少年に惚れて、結婚を申しこんだんですよ？」

「私は殿下の優しさに惚れたんであって、少年趣味ではない！　そりゃあ、今はあの方の容姿から性格まで、全て好きだが」

「それらしい言い訳は、後からならいくらでもできます」

「おい！」

　グレアムがさすがにムッとして声を荒げても、エイデンは涼しい顔をしている。エイデンの言うことが正論なのが、また憎たらしい。

「こうなってはしかたがありません。原因が分かるまで、このことは横に置いておくことですね。とりあえず気安く触れないほうがいいでしょう」

「そうだな。思い出す努力をする」

　グレアムはそう言ったものの、途方に暮れた。

　リアンは理由もなく怒る人間ではない。リアンにとっては重大事件だろう足の怪我よりも、その何かのほうが、リアンにとっては大事だったということだ。

（私はいったい何をしたんだ……？）

　あれこれと過去を思い返すあまり、その日、グレアムは考えすぎて、石につぶされる悪夢を見た。







　旅立ってから、一週間。

　何も手がかりを得られないまま、日は過ぎていった。

　あの日は怒っていて、グレアムと顔も合わせなかったリアンだが、その日以降は表立っては普通の態度に戻った。王妃の重圧が支配する王宮で生きてきただけあって、リアンは感情を隠すと決めると、一切を表に出さない。

　だからこそ、あの時、感情をあらわにしたリアンの怒りが本物なのが、グレアムにはひしひしと伝わってくる。

　あれからグレアムは花や菓子を贈ったり、町の散策に連れ出したりして、なんとかリアンのご機嫌をとっていた。グレアムの必死さに、リアンは自分の態度が大人げないと感じたようで、ため息混じりに譲歩してくれた。

「分かったから、思い出してから謝ってくれ」

「かしこまりました」

　ようやくリアンに近づく許可を得て、グレアムは安堵する。

　この数日の二人の様子をはらはらと見守っていた騎士達は、「あの温厚なリアン様を怒らせるなんて、閣下は何をされたんだ？」と、グレアムを遠くから視線でチクチクと刺す。グレアムがにらむと、素知らぬ顔をするのだから腹立たしい。

　しかし、一方でグレアムは困り果てていた。

　何せ、まったく身に覚えがない。

　若干の気まずさがあるが、また距離を置かれてはたまらないので、いつならリアンと寝室を共にしても許されるだろうかと間合いをはかっていると、リアンが風邪を引いて寝こんでしまった。



























































　十一章　襲撃







　初夏だというのに、リアンは薄い毛布に包まって震えていた。ケホンコホンと咳せきをすると、隣からグレアムが心配そうにこちらを覗きこむ。

「大丈夫ですか、リアン。熱が上がってきましたね。やはり、いったん村に引き返して、もう一日滞在するのでした」

　最初のうちは、物珍しさから、村や町で一泊するたびに観光する余裕があったリアンだが、旅が一週間にもなると疲れが出てしまい、体調を崩してしまった。それでも、今日の朝は少し気分が悪い程度だったのだ。雨が降り始めたせいで、足の怪我が痛んでいるだけだろうと、特に気にせずに出発したらこのざまだ。

「迷惑をかけてすまない……」

　リアンはかすれた声をしぼりだした。

（戦を終え、凱旋式に出る用事も済んだから、騎士達は早く故郷に帰って家族と再会したいだろうに）

　次の村で、リアンの体調が整うまで待たせることを思うと、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。

「迷惑だなんて！」

「……怖い顔をしている」

「リアン様がつらそうなのが、嫌なだけです。ああ、できることなら代わってさしあげたい。風邪をうつしていただいて構わないのですが、私はこの五年、風邪一つ引いておりませんからうつるかどうか」

　それは健康で何よりだと、リアンは心の中でつぶやいた。返事をするのもつらい。座席に横たわりたいが、そうすると振動がじかに頭に響いて気分が悪くなるため、壁にクッションを積んでもたれている。

　山あいの道を通り過ぎれば、次の村はすぐだそうだ。

　グレアムは騎士達に移動を急がせようとしたが、雨足が強く、山道でがむしゃらに突き進むと危険だ。結局、安全のためにゆっくりと進んでいる。

　体調を崩したリアンを案じて、グレアムも馬車に同乗して傍におり、あれこれと世話を焼いていた。

「リアン様、お水を飲まれますか？」

　フォーレが水筒を見せるので、リアンはふるふると首を振る。何も口にしたくない。

「もう少しの我慢ですよ」

　グレアムが改めて励ました時、ヒヒンと馬のいななきが鋭く響き、馬車がガクンと揺れる。

「リアン！」

　とっさにグレアムがリアンをかばって腕で支える。馬車は激しく揺れたものの、緩やかに止まった。耳の奥で、心臓の音がドキドキと響く。

「なんだ……？」

　とっさにつむった目を、恐る恐る開ける。目の前には黒い布があり、グレアムに抱きしめられる格好になっていた。グレアムはすぐに離れ、緊迫感を含んだ声でフォーレを呼ぶ。

「フォーレ、こっちへ。殿下をお守りしろ」

「はっ」

　幸い、フォーレも椅子にしがみついて、事なきを得たようだ。フォーレはすぐさまリアンの傍に移動して、短剣を抜いて構えた。リアンも身を起こして、様子を見る。

「奇襲です！」

　誰かの声と、「うわあっ」という悲鳴が重なった。

　リアンは身をこわばらせ、座席の足元に置いていた長剣を取り上げた。武術に明るくはなくても、王族として最低限の護身術は身に着けている。

　久しく使っていない長剣の柄をぎゅっと握りしめたところで、雨音に混じって、金属を打ち鳴らす音や怒号を耳がとらえた。

「まさか、王妃様の手の者では……」

　リアンの頭に浮かんだのは、披露宴で憎しみの表情を浮かべる王妃だ。

　グレアムは長剣をすらりと抜き、扉前を守りながら、リアンのつぶやきに返事をする。

「山に盗賊は付き物です。しかし、彼らも運が悪い。我々が戦の前線にいたと知らないようだ」

　ふっと笑みを浮かべる彼の横顔に、獰猛さがにじむ。

「二人は馬車から出ないように。フォーレ、私が出た後、扉に鍵をかけろ」

「はい！」

　フォーレが返事をした時、外から賊の声がした。

「第三王子がここにいるはず……ぐあっ」

　鍵を開けたグレアムが、勢いよく扉を外に向けて蹴り飛ばす。外にいた賊は扉ごと跳ね飛ばされ、泥水に突っこんだ。グレアムは肩をすくめて謝る。

「おっと、失敬。足が長くてね」

「ふざけやがって！」

　グレアムは馬車から飛び降り、扉を閉める。フォーレがすぐさま鍵をかけた。

　リアンの背中に嫌な汗が浮かぶ。

「彼らは私を名指ししていた」

「殿下がご結婚されたのは、国中の民が知ることです。事情は後で分かりますよ。今は体調を考え、落ち着かれてください」

「しかし、ここには関係ない者達が大勢いる。巻きこむわけには」

「殿下は結婚されて、ロッドフォードの家門に入られたのですよ。そして、彼らはロッドフォードの騎士。無関係ではございません」

　フォーレの言う通りだが、リアンにはわざわざ彼らが貧乏くじを引いたように感じられて、気持ちが沈む。

「大丈夫ですよ。閣下はロッドフォードの狂犬と呼ばれているんですから」

「……そうだな」

　フォーレに励まされ、リアンは頷く。歴戦の猛者達を心配するほうが失礼かもしれない。それでも、彼らの無事を祈らずにはいられなかった。
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　空には黒雲がかかり、昼間だというのに薄闇に包まれている。

　馬車の扉を背に守り、グレアムは飛びかかってきた賊を迷いなく切り捨てた。

　雨に混じって、血が飛ぶ。

「ぐあっ」

　賊は苦鳴を上げて、どうと地面に倒れこんだ。

　その時、稲光が走り、一瞬だけ彼らの姿を照らし出す。灰色や黒の衣服で統一され、ご丁寧に布で鼻から下を隠している。そのうちの誰かが手で合図を出し、賊の狙いがグレアムに定まった。

（ただの盗賊にしては、統率がとれすぎている。ちっ、あのクソ女だな）

　この様子だと、リアンの心配は恐らく的中している。

「グレアム・ロッドフォードだ！　奴から殺せ！　そして、馬車にいる第三王子を引きずり出せ！」

　馬車から離れた位置にいる男が号令を出す。

　しかし、ここにいるのは、熾烈な戦を生き抜いた猛者もさばかりだ。賊の攻撃をしのぎながら、グレアムに軽口を飛ばす。

「ははっ、閣下、モテモテですねえ！」

「戦場でも、敵にばかり好かれて」

　そう言いながら、騎士達は敵を切り捨てる。グレアムも剣を振るいつつ、部下達をどやしつけた。

「お前達、無駄口を叩いていないで集中しろ！　数人は生け捕りにしろよ！」

　曇天と土砂降りで視界が悪く、足元は泥でぬかるんでいる。相手は恐らく地の利をつかんでいる。油断していると、やり返される恐れがあった。

　ざっと見たところ、賊は二十人ほどいるようだ。

　次々に向かってくる剣や槍を止め、遠くから射られる矢を避ける。グレアムは扉の前から動く気はなく、反撃にとどめた。賊を倒すことよりも、リアンを守るほうが大事だ。一方的な襲撃により追い詰められるかに見えた場は、精鋭がそろっているため、三十分もかかることなく終息した。

　三人ほど逃がしたが、残りは地面でうめくか、すでに死体と成り果てている。

「逃げた者は追うな！　エイデン、部下五名とともに、事後処理を任せる。死体は道の脇に寄せて、生け捕りにした者を連れてこい。村についたら、応援を寄こす」

「は、かしこまりました！　こちらは任せて、殿下を急ぎ安全な場所へお連れください」

「ああ、よろしく頼んだぞ」

　雨の中、こんな山あいの道に彼らを残していくのは気の毒に思うが、今はリアンの容態のほうが心配だ。

「殿下、終わりました。出発します」

　グレアムはノックしてから、返事を待たずに扉を開ける。

　その先の光景に、グレアムは目をみはった。

　フォーレは短剣を構えて、リアンを背後に庇っている。そのリアンもまた、いつでも動けるように長剣の柄に手を添えて、こちらをにらんでいた。

　グレアムはリアンのことを、足の怪我もあってか弱く、守ってやらねばならない存在だと思っていた。しかし、彼もまた王族なのだ。護身術は習っているのだろう。こうしていると彼も男であり、守られるばかりの姫ではないのだと痛感した。

「無事か」

　リアンはフォーレの肩越しに、さっとこちらの状況を一瞥する。

「こちらも多少の怪我はしましたが、死人はおりません。賊は……見ないほうがいいでしょう」

「分かった」

　痛ましげな光を目に浮かべ、リアンは頷いた。

　雨ですっかり濡れてしまったグレアムは、中に戻るのはやめることにした。共にいては、リアンまで濡れて、風邪を悪化させてしまうかもしれない。

「私はこの通りなので、馬でまいります」

　グレアムは扉を閉めようとしたが、リアンがじっとこちらを見つめる理由が気になった。

「……何か？」

　リアンは迷うように瞳を揺らし、ややあって問う。

「お前は無事か」

「え」

「まさか怪我を？」

　瞬時にリアンの表情が曇る。グレアムはぶんぶんと首を激しく振った。心臓が喜びに震え始める。

「いいえ。あの……ありがとうございます」

　リアンの目が、今度は問いをこめて見つめる。

「私のことを心配してくださって、うれしいです」

　好きな人が、身を案じてくれる。たったそれだけのことで、天に昇ったような心地がする。

　体調不良のせいで血の気が引いているリアンの頬に、赤みが差す。ふいと目をそらされた。

「それくらいは、当然だ。お前は結婚相手だから。……皆が無事ならいいのだ。寝る」

　リアンは長剣を足元に放り出すと、毛布をかき寄せて丸くなる。

　これが照れ隠しだということは、グレアムでも推測できた。

「村まで急ぎます。揺れますが、ご容赦ください」

　グレアムは声をかけて、扉を閉める。

　そして、鼻歌でも歌いたい気分で、部下が連れてきた馬にまたがった。
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　喉のかわきで目を覚ますと、視界には暗闇が広がっていた。

　地面が揺れていないし、ふかふかした感触があるので、どうやらベッドの上にいるようだ。ぬくぬくとする何かに、リアンは包まれている。無意識にリアンが温かいほうへとすり寄ると、声をかけられた。

「リアン、起きましたか」

　頭のすぐ上からグレアムの声が聞こえたので、リアンはビクリと震える。

「驚かせて申し訳ありません。覚えておられますか？　馬車で気を失われたのですよ。寒いとうなされていらっしゃるので、こうして温めていました」

　ぼんやりしている頭で、グレアムと気づかずに、母鳥になつく雛ひなのように寄っていった行動を、遅れて理解する。恥ずかしさがこみあげたが、体は重く、文句を言う余裕もない。

「少しでいいので、何か召し上がりませんか？　薬を飲まないと……」

　リアンがのろのろと頷くと、グレアムはリアンを支え起こして、ヘッドボードとリアンの間にクッションを置き、背中をもたれさせる。水を飲んで一息つくと、用を足したくなった。ベッドを下りようとしてふらついたが、すぐにグレアムが手を貸した。そのままトイレのほうへと連れていってくれる。

　さすがにトイレまで介添えは不要だ。用を終えて扉を開けると、あからさまに心配そうな顔をして待っていたグレアムが、ほっと息をついた。なぜだか、飼い主に尾を振る猟犬を思い出した。王宮には、王が狩猟に使うための鷹や猟犬を飼育している場所があり、子どもの頃に見学したことがあったのだ。

　どうしてグレアムがリアンに付き添うのだろうか。病人の世話は使用人がするものという意識があるリアンには、不思議でならない。

「私の世話など、フォーレにさせればいいだろうに」

「夫が妻の看病をして、何がいけないんですか」

「それが一般的な夫婦なのか？　分かった」

「あなたのような考えの方もいるでしょうが、私はそうしたいのです」

　グレアムが過保護なだけなのだろうか。あまり深窓の姫のように扱われるのは嫌なのだが、風邪を引いて弱っているからか、不快には感じなかった。むしろ傍に誰かがいてくれることに安心する。

　ベッドに戻ったリアンは、数秒迷ってから、グレアムに礼を言う。

「その……ありがとう」

「どういたしまして」

　グレアムはふっと目尻をやわらげ、優しく返す。

　そこに、フォーレが野菜の出汁だしがしっかりと効いたスープを運んできた。

「リアン様、食欲がないでしょうから、栄養たっぷりのスープをご用意しましたよ。こちらを召し上がったら、薬湯やくとうを飲んでください」

「ああ」

　スープと薬湯を飲み、汗をかいた衣服を着替えて清拭せいしきすると、再びベッドに横たわる。

　替えの水差しを置いて、フォーレが退室する。グレアムがランプの火を消して、あいさつをした。

「ゆっくり休めないでしょうから、私も部屋に戻りますね」

　気を遣って出て行こうとするグレアムのシャツの裾すそを、リアンは無意識につかんでいた。

　暗い部屋で、グレアムがハッと驚いた息をこぼすのが聞こえる。

　リアンも自分の行動に混乱していた。どうして引き留めようとしたのか。

「……なんでもない」

　パッと手を離して、薄い毛布の中にもぐる。きっと、体調が悪いせいで人恋しくなっているのだ。しかし、グレアムは隣に戻ってきた。

「お許しいただけるなら、お傍にいても？」

　優しく問いかけるグレアムに、リアンはぼそりと返した。

「……許す」

「ありがとうございます！」

　礼を言うならばリアンのほうだろうに、グレアムはうれしそうにリアンを腕の中に抱き寄せる。ぬくぬくとして心地良く、薬湯の助けもあって、リアンが眠りに落ちるのはすぐだった。
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　まるで、人慣れない猫がなついてくれたような気分で、グレアムは感動に胸を熱くしている。弱っていると、他人を遠ざけたくなるものなのに、まさかリアンが引き留めてくれるとは思わなかった。

（しかも、裾すそを引っ張って！　かわいすぎる！）

　リアンが健康だったなら、キスの雨を降らしていたくらい、グレアムの気持ちは舞い上がった。

　頑健な体と精神を持っているグレアムは、ひどい戦場で周りがげえげえと吐いているような時でも、平然としていられる。エイデンにして、「かわいげの欠片もない」と言わしめるくらいだ。戦場では、敵陣へ執拗しつように食らいつく様から、「ロッドフォードの狂犬」なんて呼んでいた敵国の連中が、今のグレアムを見たら、気持ち悪いと叫ぶだろう。それほど、グレアムはでれでれしている。

　本音を言えば、初夜ではリアンを自分のものにしてしまいたかった。

　だが、体だけもらってもむなしいことこの上ないし、何より、リアンをこれ以上、傷つける要因にはなりたくない。だから、愛情表現をしながら、心を近づけられたらと誠意を示していたのだ。努力の甲斐があり、リアンはこうして傍にいることを許してくれた。

（体調が悪いのはかわいそうだが、頼ってくれるのはうれしい）

　真っ暗で何も見えないのを良いことに、グレアムは口元をゆるませ、リアンにしっかりと毛布をかける。

　薬湯に眠りやすくなる成分でも入っていたのか、すぐにリアンの寝息が聞こえてきた。

　リアンが完全に寝入ったのを確信すると、名残惜しく思いながら、グレアムはベッドを抜け出す。リアンが心配で傍にいたので、まだ夕食もとっていない。

　こぢんまりとした村には安宿しかなく、グレアムとリアン、それぞれの傍仕えとしてエイデンとフォーレだけ、村長宅の離れを借りて使っている。他の者は安宿や馬屋に雑魚寝だ。この雨なので、野宿は厳しい。屋根があるだけありがたいと割り切るしかない。

　食堂に顔を出すと、フォーレがすっと皿を示した。パンと分厚く切られたベーコンと野菜のスープという、簡単な夜食だ。

「侯爵、食事を温めなおしておきましたので、どうぞ」

「ああ、ありがとう」

「では」

　グレアムはフォーレの態度を意外に感じた。リアン至上主義のフォーレは、リアンの怪我の原因であるグレアムを蛇蝎だかつのごとく嫌っている。しかし、結婚式の後くらいから、眼差しがやわらいできた。彼は会釈をして、食堂を出て行く。リアンの様子を見に行ったようだ。

「使用人は、主人を映す鏡。少しずつ気を許してくださっているようですね」

　足音も立てずに食堂に入ってきたエイデンが、廊下にちらりと視線をやってつぶやく。エイデンがフォーレの態度に気づかないはずもなく、リアンとともに変化していると指摘した。

「初夜不実行と聞いて驚きましたけど、それで正解だったようですね。恋愛方面はからっきしですのに、危機回避能力は高いとはさすがです」

「それはなんなんだ、褒めてるのか？　からかってるのか？」

「ただの分析ですよ。ところで、閣下が客室を使わないのでしたら、私が使わせていただきたいのですが」

「図々しい奴だな。だが、構わんぞ。殿下は傍にいていいと許してくださった」

「それで、にやにやと気持ち悪い笑みを浮かべているんですか」

　グレアムは思わず口元に手を当てるが、とりつくろうのをあきらめた。勝手に口角が吊り上がるのはどうしようもない。

「殿下のお体の具合はいかがでしょうか。軍医を呼びますか？」

「薬のおかげで、ぐっすり眠っておいでだ」

「それは良かった」

　エイデンは茶を淹れて、グレアムの前に置く。給仕のために、傍にいるつもりのようだ。グレアムが座るように示すと、エイデンはすぐに席につく。ちゃっかりと自分のお茶を用意している。

「団内の様子はどうだ？」

「殿下に対して、好印象のようですよ。最初は王族と聞いて、不安に思っていたようですが、こうして一週間の旅をしても、周りを困らせるようなことは何もなさいません。威厳を持ちつつも、気さくにあいさつやお礼をおっしゃいます。おかげで今日のことも、皆、殿下の体調を心配する声ばかりですよ」

「そうだろう。あの方は昔から、素直で優しいのだ」

　グレアムは大きく同意した。

「ダリアス様やエメリー様とも、親しくなられるとよろしいですね」

　グレアムが後見している兄夫婦の遺児の名を出して、エイデンは希望を口にする。

「こればっかりは、着いてみないと分からない。そもそも、私ですら、戦場にいたせいで甥を放置しているのだ」

「なるほど。閣下のほうが嫌われている可能性が高い……と」

「嫌なことを言う奴だな！」

　話している間に夜食をたいらげ、グレアムは音を立てないように気を付けて椅子を立つ。

「『ロッドフォードの狂犬』については？」

「問題ない。すでに噂をご存知だった。率先して国を守った者を尊敬こそすれ、さげすんだりしないと殿下はおっしゃっていた」

　エイデンは目を閉じて、微笑んだ。

「それはよろしゅうございました。夢がさめてからが夫婦生活は本番なのだと、私の母が申しておりましたので」

「私と殿下の間に、元から夢などあるか。嫌われこそすれ、好かれる要素がなかったんだぞ」

「閣下は寛大な殿下に、一生感謝すべきかと」

「もちろんだ。むしろ尻に敷かれたい」

　グレアムが本音を混ぜた軽口を言うと、エイデンは呆れ返った目をした。

「まあ……その点は理解できますけどね」

　馬鹿にするかと思いきや、エイデンは肯定した。そういえばエイデンは、この冷徹ぶりで愛妻家なのだった。

「私は部屋に戻る」

「こちらを片付けたら、私も休みます。ご用があればお呼びください」

　グレアムはいそいそと客室に戻る。

　リアンの傍についていたフォーレに休むように言い、入れ替わりに室内に入って、リアンの隣に滑りこんだ。すやすやと寝ているリアンが、暖を求めてすり寄ってくる。

（～～っ。かわいい！）

　リアンを温めるためだと言い訳をして、グレアムは彼を起こさないようにそっと腕を回し、リアンを抱きこむ。こうして好きな人の傍にいるだけで、胸に幸せが満ちるのだと、グレアムは初めて知った。

（明日には、殿下の体調が良くなっていますように）

　自然と祈りをつぶやいて、グレアムも眠りに落ちる。元気になってほしい反面、こうして甘えてもらえないのは寂しい気もした。







〈分冊版③につづく〉









































　あとがき







　ごぶさたしております、こんにちは。年の暮れに失礼いたします。

　前回、続きを二ヶ月以内に出せたらいいなあと申し上げていたくせに、半年以上過ぎてしまいました。

　それもこれも、某中華沼にドボンと落ちてしまったからです。たびたび体調不良にはなりつつ、ぽーっとしてたので、わりあい健康に生きて、気づけば年末！　恐ろしいですね。最近になって、やっと我に返りつつあります。

　それ以外では、かなり久しぶりにお仕事での原稿依頼をいただいたので、のんびりとしたためていたのもあります。実際に出るまでなんとも言えないので、詳しく書くことはしませんが。

　いずれ良いご連絡ができればいいなあと、希望的観測でつぶやいておきます。

　次巻は三月くらいに出せれたらと目標にしていますが、予定が乱立していて、さりげなく忙しいので守れるかどうか……。四月に入っていたら申し訳ありませんと先に謝っておきます。




　あとがきは余計かと思いますが、あまりにも間が空きすぎたため、今回も書きました。

　それでは失礼いたします。




二〇二一年十二月　寒波到来の年の瀬に


















































　既刊紹介







◆夜乃森ノベルズ（個人出版）




・『異世界から来た石精使いは、年下騎士に愛される
』

　石精がいるファンタジー世界の物語。長編。

　元教え子の騎士×石精を愛する異世界人。







・『その赤いりんごに、
』

　近未来世界観のオメガバースもの。短編。

　オメガ保護協会員のアルファ視点。お相手は人気モデルのオメガ。







・『その騎士に花を
』

　執着心の強いひねくれた聖騎士×不屈の魔法使い。
　ダンジョンと魔法書があるファンタジー世界観のBL小説です。







◆商業出版




・『白銀のヴィオラント
』ロワ・ノベルズ　一迅社

　悪役に転生した少年・ヴィオラントと、彼を守る忠義の騎士レジオンの主従ラブストーリー。詳しくはリンク先をご覧ください。

　※レーベルがすでに無いため、本での続きは厳しいと思いますが、投稿サイトのほうでは、2021年十二月現在、連載途中です。








　奥付







　侯爵将軍は、初恋の王子に愛をささやく　分冊版２




　著者・デザイン：夜乃　すてら　（よるの　すてら）

　画像：Canvaやクリップスタジオの無料素材を利用して作成。




　発行日：2021.12.30.




　連絡先：yorunoseiza777@gmail.com

　誤字脱字など、こちらへご連絡ください。随時、修正いたします。
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